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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年1月22日(2015.1.22)

【公開番号】特開2013-117697(P2013-117697A)
【公開日】平成25年6月13日(2013.6.13)
【年通号数】公開・登録公報2013-030
【出願番号】特願2011-266212(P2011-266212)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月2日(2014.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光輝性を有する顔料粒子及び結着樹脂を含み、ベタ画像を形成した場合に、該画像に対
し変角光度計により入射角－４５°の入射光を照射した際に測定される受光角＋３０°で
の反射率Ａと受光角－３０°での反射率Ｂとの比（Ａ／Ｂ）が２以上１００以下であり、
テトラヒドロフラン溶解成分のゲルパーミエーションクロマトグラフィー測定による分子
量分布がメインピークと該メインピークよりも高分子量側に少なくとも１つのピーク又は
ショルダーを有する静電荷像現像用トナー。
【請求項２】
　前記テトラヒドロフラン溶解成分のゲルパーミエーションクロマトグラフィー測定によ
る分子量分布が、メインピークを分子量７０００以上２００００以下の範囲に有し、分子
量１０００００以上の範囲に前記メインピーク以外の少なくとも１つのピーク又はショル
ダーを有し、分子量１０００００以上１００００００以下の範囲に分布するものの質量割
合が７％以上２０％以下である請求項１に記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項３】
　前記テトラヒドロフラン溶解成分のゲルパーミエーションクロマトグラフィー測定によ
る分子量分布が、メインピークを分子量８０００以上１９０００以下の範囲に有する請求
項１又は請求項２に記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項４】
　前記トナーの平均最大厚さＣよりも平均円相当径Ｄが長く、かつ、前記トナーの厚さ方
向の断面を観察した場合に、該トナーの断面における長軸方向と前記顔料粒子の長軸方向
との角度が－３０°以上＋３０°以下となる顔料粒子の数が観察される全顔料粒子のうち
６０％以上である請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項５】
　前記平均最大厚さＣと前記平均円相当径Ｄとの比（Ｃ／Ｄ）が０．００１以上０．５以
下である請求項４に記載の静電荷像現像用トナー。
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【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の静電荷像現像用トナーを含む静電荷像現像
剤。
【請求項７】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の静電荷像現像用トナーを収容し、画像形成
装置に脱着されるトナーカートリッジ。
【請求項８】
　請求項６に記載の静電荷像現像剤を収容し、像保持体上に形成された静電荷像を前記静
電荷像現像剤によりトナー像として現像する現像手段を備え、画像形成装置に脱着される
プロセスカートリッジ。
【請求項９】
　像保持体と、
　前記像保持体の表面を帯電する帯電手段と、
　帯電した前記像保持体の表面に静電荷像を形成する静電荷像形成手段と、
　前記像保持体上に形成された前記静電荷像を請求項６に記載の静電荷像現像剤によりト
ナー像として現像する現像手段と、
　前記像保持体上に形成された前記トナー像を記録媒体上に転写する転写手段と、
　前記記録媒体上に転写された前記トナー像を定着する定着手段と、
を備える画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前記目的を達成するため以下の本発明が提供される。
　請求項１の発明は、光輝性を有する顔料粒子及び結着樹脂を含み、ベタ画像を形成した
場合に、該画像に対し変角光度計により入射角－４５°の入射光を照射した際に測定され
る受光角＋３０°での反射率Ａと受光角－３０°での反射率Ｂとの比（Ａ／Ｂ）が２以上
１００以下であり、テトラヒドロフラン溶解成分のゲルパーミエーションクロマトグラフ
ィー測定による分子量分布がメインピークと該メインピークよりも高分子量側に少なくと
も１つのピーク又はショルダーを有する静電荷像現像用トナー。
　請求項２の発明は、前記テトラヒドロフラン溶解成分のゲルパーミエーションクロマト
グラフィー測定による分子量分布が、メインピークを分子量７０００以上２００００以下
の範囲に有し、分子量１０００００以上の範囲に前記メインピーク以外の少なくとも１つ
のピーク又はショルダーを有し、分子量１０００００以上１００００００以下の範囲に分
布するものの質量割合が７％以上２０％以下である請求項１に記載の静電荷像現像用トナ
ー。
　請求項３の発明は、前記テトラヒドロフラン溶解成分のゲルパーミエーションクロマト
グラフィー測定による分子量分布が、メインピークを分子量８０００以上１９０００以下
の範囲に有する請求項１又は請求項２に記載の静電荷像現像用トナー。
　請求項４の発明は、前記トナーの平均最大厚さＣよりも平均円相当径Ｄが長く、かつ、
前記トナーの厚さ方向の断面を観察した場合に、該トナーの断面における長軸方向と前記
顔料粒子の長軸方向との角度が－３０°以上＋３０°以下となる顔料粒子の数が観察され
る全顔料粒子のうち６０％以上である請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の静電荷
像現像用トナー。
　請求項５の発明は、前記平均最大厚さＣと前記平均円相当径Ｄとの比（Ｃ／Ｄ）が０．
００１以上０．５以下である請求項４に記載の静電荷像現像用トナー。
　請求項６の発明は、請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の静電荷像現像用トナー
を含む静電荷像現像剤。
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　請求項７の発明は、請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の静電荷像現像用トナー
を収容し、画像形成装置に脱着されるトナーカートリッジ。
　請求項８の発明は、請求項６に記載の静電荷像現像剤を収容し、像保持体上に形成され
た静電荷像を前記静電荷像現像剤によりトナー像として現像する現像手段を備え、画像形
成装置に脱着されるプロセスカートリッジ。
　請求項９の発明は、像保持体と、前記像保持体の表面を帯電する帯電手段と、帯電した
前記像保持体の表面に静電荷像を形成する静電荷像形成手段と、前記像保持体上に形成さ
れた前記静電荷像を請求項６に記載の静電荷像現像剤によりトナー像として現像する現像
手段と、前記像保持体上に形成された前記トナー像を記録媒体上に転写する転写手段と、
前記記録媒体上に転写された前記トナー像を定着する定着手段と、を備える画像形成装置
。
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